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成入肺門部淋巴腺結核 二關スル研究

特 二肺 門部諸變 化 ト肋膜 諸變 化 トノ臨牀 的'

レ ン トゲ ン學 的考 察

(昭和18年9月15日 受領)
●

慶懸義塾大學醫學部内科教室(圭任=西 野教授 指導:石 田助敏授)

署學士 村 上 三 通
'

本論丈 ノ要旨へ 第21同 結核病學會席上ニテ演説セルモノデアリ、叉本論文 ノー部へ

第40回 内科學會席上二於テ、石田助敬授 ヨリ演説セラレタル所ナリ。
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第四章 総括蛇ビニ考案

第五章 結 論

第一章 緒 言

急性 滲出性肋膜炎 ノ大多藪 ガ結核感染早期 二起

ル事 ハ既 二定読 デアリ、肺門部淋 巴腺結核症 モ

.又阜期結核症 二屡 スル事 ハ疑 ノ無 羊塵 ニシ テ、『

1927年a)M.Arboreliusu.Y.Akerr6n雨 氏

ノ有名 ナ ル獲表以來、滲 出性肋膜 炎 ト肺 門部淋

巴腺 結核症 トノ關係ハ注 目セ ラy、 更 二1930年

{2)Engel二 依 ル肺 門部淋 巴腺結核症 ノ詳細 ナル

研究 登表以來、此 ノ爾者 間 ノ關係 二就 キテ藪多

ノ業績 ア リ。

就 申、臨林的、 レン トグ ン學的 似 下上線學的

外 略 樗 ス)ニ ハ ・13》 上 臥s,Gsell・{5}小 林 ・{6}

Mumme,{7}宮 本 、{s}Sylla,{9}熊 谷 、 αo}川西 、

ao岡 ・an貝 田 他2氏 ・ ⑳ 金 井 ・93>清 野 氏 等 ノ研

究 ア リテ、肺門部淋 巴腺結核症 ト滲 出性 肋膜炎

トノ間 二、嚢症上 ノミナ ラズ、種 々 ナル黙 ・於

テ密接 ナル閣係 ノ存 スル事認 メラy、t15周 氏 ハ

病理解剖學上、一初期攣 化群 ト肋膜癒 著 トノ密接

ナル關係 二就 キ指摘 セ ラレ、噛沓掛教授 ハ所謂

特登性肋膜炎 ノ登生原因 トシテ、氣管枝痴巴腺

結核竈 ノ重覗 セラルベキ事 ヲ病理學的検索 二依

リ指摘 セラレタル所 ナ リ。

更二・1926年(i8}Engel氏 ガ肺門淋巴腺 ト葉聞

肋膜炎 トノ關係 二就 キ、解剖墨的説明ヲ與ヘテ

ヨリ、近時盆 ζ其 ノ検出法等 二就 キ注意セラル

ルニ至 リタル㍉ 徒來・臨躰的乃蔓ヒ線學的二
.

結核早期 二於ケル葉間肋膜攣化 ヲ詮明スル事比
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較的困難 トセラレ、爲二此 ノ方面 ノ研究頗ル砂

シ 。

叉肋 膜餅 豚 ノ問題 ハ臨林家 二封 シ、診断的 ノミ

ナラズ。 治療學上 ニモ重 要 ニシテ、〈15・岡、(16永

松 、働倉島、 福田氏等 ノ病理解剖學的研 究 ノ存

スル所 ナ リ。

余ハい肺 門部淋 巴腺結核症 二就 キ、滲 出性肋膜、

と ・、 第 二 章

ゑ ン

㈹H .Alexander,{2)St.Enge1,闘 石 田 、 其 他

多 藪 ノ氏 二 依 リ、 既 二 指 摘 セ ラ か タル 如 ク 、 肺
る

門部淋巴腺結核症ハ鑑別 スベキ疾患多 ク、且其

ノ鑑別診断 モ極メテ困難ナル場合多 シ。從 ツテ

検査事項 トシテへ 一般臨休諸検査即チ、赤血

球沈降速度(以下赤沈 ト略ス).「 ヅベルクリン⊥

皮内反鷹(以下「ヅ」反鷹 ト略構〉、血液諸検査、

喀疾内結核菌培養(以下喀疾培養 ト略構〉、 ト共

タ充分上線學的検査 ヲ行 ピタリ。「ツ」友鷹ハ學

術振興會 ノ規定二從 ヒ、赤沈値ハWestergren

法中等便 ヲ以 テ現ハ シ、喀疾培養ハ萩原、南谷

氏培地及ピPetragnanf培 養基 ヲ用 フe

「レJ線検査 トシテハ、透覗及 ピ背腹位撮影 ノミ

ナラズ。殆 ド全例二側方撮影、騒 撮影 ヲ併用

シ、充分観察 ヲ行 ヒ、歴然 タル腫瘍型肺門淋巴

腺結核症(以下腫瘍型 ト略 幻.

肺門庸園浸潤型肺門淋巴腺結核症(以 下周園浸

潤型 ト略ス)、及 ビ所謂肺門炎(Hilitis)ヲ 封象

トセリ。但 シーと線検査二依 リ肺野他部二初期攣

化群以外 ノ浸潤竈 ヲ認 メタルモノハ本問題 ノ研
'究
昌ハ不適 ナルニ依 リ封象 ヨリ省キタリ。 転

i封象 トセル患者ハ昭和16年 ヨリ昭和18年 二至

ル慶鷹義塾大墜病院内科 ノ入院及 ビ外來患者ニ

シテボ次 ノ4類 二分 チテ観察セジトス(第1表

参照)。

第1類 肺門淋巴腺結核症 ヲ認 メタル後、引キ

綾キ滲出性肋膜炎獲症 ヲ確認 シ得 タル例。

葉間肋膜 ノ攣化、肋膜餅腿等 トノ關係 二就 キ、

同時二研究スル機會 ヲ得 タル三依 リ、弦ド御報

告 シ、以 テ大方 ノ御批割 ヲ乞 フ次第 デアル。而

シテ、本題 目ノ如キ研究ハ前述 セル如 久 肋膜

炎側 ヨリノ研究大部分ニシテ、逆 二肺門部淋巴

腺結核症側 ヨリノ研究極 メチ、砂 キ塵 ナリ。

親察方法

第1表 分類法及ゼ例数
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第2類 肺門淋巴腺結核症 ト同時二、砦 明ナル

肋膜攣化(滲出性肋膜炎及 ピ高度ナル肋膜朕胆i)

ヲ初診時 ヨリ認 メタル例(葉 間肋膜炎、縦隔寳、

肋膜炎 ヲモ含 ム)。

第3類 肺門淋巴腺結核症 ト同時三、葉間肋膜

餅艇 ヲ認 メタル例。

第4類 臨躰的y線 學的二所謂肺門炎 ノ像ヲ呈
・セル者 ノ中

、其 ノ影像原因ヲ肋膜炎 ノ攣化二依

ル ト認 メラ1レル{列。

尚ホ、喀疾培養成績 二就 テハ、澹當・者タル南谷

錐木爾氏二依 リ、第21同 結核病學會席上ニテ演

読セラレ、1又近日中原i著獲表 ノ=豫定 ナリ。

第三章 観察成績

個 々ノ症例 二就 キ、観察事項 ヲ墾ゲ、且上線窟

o

眞圖 ヲー一々 掲 グル事望 マシキ モ、現下 ノ時局 二
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鑑 ミ、物資節約 上簡 略 ウ旨 トシ、 表、鮒 圖等 モ

出來得 ル限 り省 略 セ リ。

〔1'J第1類 ・

腫瘍型 ヨ リ4例(8・5%)。 周 園浸i潤1型 ヨリ4例

(10.0%)ヲ 認 ム。1

第1例 、31歳 、 金、既往症ナシ.

24/m初 診3週 前 ヨリ微熱、盗汗、咳漱、胸痛ヲ訴

フ0

初診時所見 膿温36.8度 、呼吸音一般二弱、赤沈値

41.8粍0・

.と線所見(25/① 右腫瘍型及 ビ街上中葉間肋膜脱脂。

4月 二至 り右後下胸部濁 トナリ、2/IV右 肋膜腔試験

穿刺ニテ排液陽性(リ バルタ陽性)、安静 ヲ命 ジ、11/1X

再 ビ来院、・髄温36.8度 、 赤沈値66.5粍 、 「ツ」反陽

性、喀疾培養陽性。

11/1Xv線 霜風上着肋膜脱脂 及ビ右腫瘍型蛇ビニ

凝 購篠勲 既彿 ㌶
30組 初診 レ同月中旬ヨリ微熱、喀疲1咳 歎。

初診時所風 韻温38・0度 、胸部異常所見ナ坂 「ツ」

反嬬 賜 姓 赤沈値44β 粍 血液像二着痩ナシ4

上線所見(111V及 ど6/1V)、 右腫 瘍型及 ビ右上中葉間

肋膜炎。

41町 等リ右胸痛、211V皿ヨ リ右胸部摩擦音聴取、251VH

ヨ リ宕胸部濁音著明、呼吸音弱トナ リ、試験穿刺陽性

(リ バルタ陽性)a

24/VEU線:窩 最上、 右滲出性肋膜炎、右縦隔賓肋膜

炎、右上中葉間肋膜炎 ヲ認メ、夏二左肋膜腓砥 ヲモ認

メルニ・至 り、38/X旺 喀疾培養陰性。

第3例 、20歳 、♀、既往症ナシ。 、

21畑 初診4日 前ヨリ微熱ヲ訴フ。

初診時所見 盟温37.5度r呼 吸音一般二弱、赤沈値

50・5粍・「ツ」反晦強陽性、 喀疲培養陰性 血液像二

著愛ナシ。Y

上 線所見(24/⑰ 左腫瘍型、左:肋膜炎?∴

20/IV左 後下胸部濁音 ヲ
sシ 、呼吸音弱 トナノレ。

21/IVv線 窺 眞ニチモ;左滲出性肋膜炎ヲ認メ、其後2

同肋膜滲申渡ヲ穿刺スa

第4例 、36歳 、 舎∵前年夏 ヨリ肺門淋巴

腺結核症 ト言 ハレタリ。

12/E初 診 時二微熱アル以外訴ヘナジ。

初診時所見 李糺 胸部異常所見 ナ久 「ツ」臆 陽

性、赤沈値20.0粍 。

v線 所見(10/の 右腫瘍型、左横隔膜高位。

17/皿 ヨ リ左胸部隊 音弱、血液像 二ぐ著璽ナシ・

24/皿:左腕腹腔穿刺陽性a

24加v線 篇眞ニチモ右腫瘍型、左滲出性肋膜炎 ヲ確

認スみ

第5例 一 、17歳 、一皐、饒往症ナジ。

15/X初 診 登熟、咳漱、喀疾、:左胸痛。

初診時所見 髄温38.5度 、右後下胸部短ニシテ呼吸

音 弱、 左側下胸部稽 く短ニ シテ、水泡性嚥音ヲ聴取

ス◎ ＼

U線 所見(15/X)右 周園浸潤型、右上中葉間肋膜炎?

左肋膜炎?`

20/X更 二」∠線検査セルニ、右周 園浸潤型、左滲出性

肋膜炎、右上中葉間肋膜腓豚 ヲ認 ム.

第6例 、 、26歳 、♀、既往症ナ シ。

271町 初 診、17/yヨ リ微熱r盗 汗、胸痛 ヲ訴 フ。1

初診時所見 .x.37.4度 、右下側胸部煙 具ジテ呼吸

音弱、赤沈値76.3粍 、 「ツ』反応強陽性、吉田氏反感

陽性、軽度 ノ白血球塙多症及ビ核左方偏移ヲ認 メ、喀

疾培養陰性。

ギ線所見(27/V皿、29/VI駄5/Vm):右 周 囲浸潤型、右上

中葉聞及ビ中下葉間肋膜炎。.

24/冊w至 り右後下胸部濁音 ヲ呈,」、呼吸音消失シ、

試験穿刺陽性(リ バルタ陽性)。

1/XY線 窺 眞上、着局園浸潤型、右肋膜腓豚、右上中}
ほ

葉間肋膜肝脳 ヲ認 ム(後二左肋膜炎ヲモ起セリ)。

第7例 一 、19歳 、♀、既往症ナシ。

61X狂初 診61Xπ ヨ リ微熱喀疾咳噺 ア リテ
r赤 沈値

62・0粍、121】mrツ 」反臓陰性ぐ「ソ」反旛経過追及中ナ

リシモ常二陰性ナリキ)、赤沈値73.0粍 。

一と線所見(12ノ罰:、17ノ】m)r着 局 園浸潤型、右上中葉間

肋膜炎ヲ認メ、161】mヨ リ「.ツ」反晦陽性 トナ リ、翌年

10/1v線 窩最上、右肋膜肝脳 ヲ認 ム。

第8例1、18歳 、♀、既往症ナシ。
、

4/VI初 診 無月経、微熱、咳漱 ヲ訴 フ。

初診時所見0温37・0度 、左前上肘部二水泡性囁音

ヲ聴取、赤沈値63・0粍 、「ツ」反感強陽性、2611X喀

疾培養陽性。

上:線所見(181珊:)左 周園浸潤型

11Xヨ リ左前胸部濁音 ヲ呈シ、14伽 上:線窺眞上品テ 『
、
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モ左肋膜勝膳ヲ確認ス.

・〔2〕 第1類 小括 ・

以上8例 二就 キ、肺門淋巴腺結核病倒、肋膜炎
ぎ

患側、肺門淋巴腺結核症確認 ヨリ肋膜炎確認迄

ノ間隔、主訴登現 ヨリ肋膜炎確認迄 ノ間隔等 ノ・

關係二就キ表示スレバ第2表 ノ如 シ。表 ヨリ結

論 シ得ラル ・事項:二關 シテハ説明 ヲ省略ス。以

上病倒、時機奪合ハセ考 フル時ハ、肺門淋巴腺
'結核症 ト滲出性肋膜炎 トノ聞ニハ

、密接ナル關

係 ノ存 スル事 ヲ臨休的t.Z練 墨的二謹 シ得 タリ

ト信ズル。

第2表 ≠

病

型

腫

瘍

型

肺
門
部
病
倒

番

號

結
り
迄

腺
ヨ
症

巴
認
饗

淋
確
炎
隔

門
症
膜
間

肺
核
肋
ノ

肋
膜

患
側

1固 着

2

一

〇
σ

1週

右 右→左i 4ケ 月弱
、

主訴套現ヨ
1)肋膜炎確

認迄 ノ間

4週

左 『

4ケ 月強

4週 5週

引 劇 症 2週 麟 羅

5

　
6

}

7

一

周

園

浸

潤

型

右

一
右

右

18i左

虚

宿→左

右

左

5日

4週

1ケ 月

儀 興 り,

主訴登現一
時機不明

約6週

4ケ 月

約5週

約9ケ 月

更二、滲出性肋膜炎確認前二葉間肋膜炎 ヲ認 メ

ル事多 久 罹患淋巴腺 ノ近攣領域 二之 ヲ見ル事

多 シn肋 膜炎獲症例「ツ」反鷹過敏状態㌧赤沈促

進状 態 ノ存 スル事 ハ、 従来諸 家 ノ唱 ヘ ラvタ ル

如 クs余 ノ例 二於 テモ之 ヲ認 メタ リc肋 膜炎獲

症直前 二於 ケルエ線所見 トシテー一定 セル所見ハ

把握 シ得 ザ リキ。
'

〔3〕 第2類

比 ノ類 二場 スルモ ノ腫瘍型 ヨリ9例(19.2%〉 、

周園浸潤型 ヨ リ7例(17.5%)ヲ 認 メタ リ。

第1例 、20歳 、 舎、既往症ナ シ。

6!IV初 診 主訴ナ シ。

初診時所見 右肺尖部呼吸音鏡、 赤沈値14.3粍 、

「ツ」反癒中等度陽性。

v線 所見(6/1V 、1311ヤ)右 腫瘍型、右上中葉問肋膜

炎。

第2例 、20歳 、♀、3年 前右肋膜炎ヲ経.

過 スト。

10/1初 診8ケ 男前 ヨリ微熱、盗汗、心悸先進 ヲ訴

フ。

初診時所見 心臓濁音昇左右辛櫃大、電魚心働圖ニテ

:左心室優勢 ヲ示軟 各辮膜ロ魚 島雑音 ヲ聴取 シ、右後

下胸部短ニシテ、赤沈値50.5粍 、rツ 」反応陰性。

.と線所見(9/1,16/1)右 腫瘍型《右上中葉間肋膜

炎、南側肋膜腓脳、合併性心臓被膜症。

第3例 、20歳 、早、既往症ナ シ。

121X初 診1ケ 月ヨリ背部痛。

初診時所見 登熟ナク、右後下胸部濁音 ヲ呈シ呼吸音

ヲ聴取セズ.赤 沈値70.0粍 、 「ツ」反慮中等度陽性、

翌年1811喀 疲培養陽性。
し

蝋 槻(1211X)樋 羅 右上撃 間膜 炎 右

滲出性肋膜炎。

第4例 ■■■■■34歳 、含、既往症ナシ。

14/1初 診2週 前ヨリ咳漱、喀疲、胸痛。

初診時所昇 騰 オシ・左前胸部轍 短ニジテ呼吸音

弱、赤沈値54.7粍 、 「ツ」反応中等度陽性、白血球壌

多及 ビ核左方偏位 ヲ認ム.喀 疲培養陰性。

U線 所見(1611)左 腫瘍型、左葉問肋膜炎0

第吻 一 ・15歳 ♀・㍗ 肺 繍 性肋膜

炎 ヲ経過ス。

8/X初 診。

初診時所見 右後下及ビ側下胸部短ニシテ呼吸音弱、

「ツ」反慮中等度陽性
、喀疾培養陰性。

v線 所見(8/X)右 腫瘍型
、右上中葉間肋膜腓脂、右

肋膜腓脂。

第6例 一 、17歳 、 ♂、.5年 前右肋膜炎 ヲ経

・過ス ト言フ
.嚢

29個 初診1ケ 月前 ヨリ微熱、盗汗、右胸痛ヲ訴
Jフ

。

初診時所見 盟温37.0嵐 他{冤的異常所見ナ〃、赤

沈値4・8粍 、「ヅ」反慮中等度陽性。
U:線所見(29ノ㎜

、3/IX)右 腫 瘍型、右肋膜脱脂。

第7例 、23,皐 、既 往症ナーJ、

10/1初 診 .10日 前 謝り高熱、右胸痛、咳1歎。

初診時所見0温38・4度 、右後上胸部呼氣延長、左
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前中胸部呼吸音粗、赤沈値37.5 .粍r>反 慮弱陽性、、

喀疲培養陽性、血液像二著愛ナシC .

上線所見(11/1、.1611)右 腫 瘍型、右縦隔蜜肋膜炎、

右肋膜炎、右中下葉問肋膜脱脂e

第8例 、31歳 、 舎、4ケ 男前有漏性肋膜

炎ヲ経過ス。

28肛 初診。

初診時所見 本前胸部a濁 音 ヲ呈シ、右後下胸部呼吸

音弱r赤 沈値42.7粍c

上:線所見(28/皿、15/V)南 側腫瘍型、 左滲出性肋膜

炎。

第9例 、16歳 、♀、既往症ナシ.

11/1初 診 昭和17年10月 迄 ドツ」反慮陰性r昭 和18

年6/1ヨ リ結節性紅斑現ル。

初診時所見 胸部二異常所見ナキモ、南側脛骨縁部二

鳩卵大 ノ結節性紅斑 ヲ認メ、「ツ」反応強陽性1赤 沈値

54.0粍 、血液像ハ比較的淋巴球増多症ヲ認 ムノUノミ。

v線 所見(26/1、1/皿、3/皿)南 側腫瘍型t:左 肋膜炎、

右レ上中、中下及 ビ上下葉問肋膜腓脂。

第10例 一 、18歳 、♀。

6/取 初 診 健康診断希望燈

上線所見(6/X皿、24/X:の 右 周圃浸潤型、右縦隔寳肋

膜炎、右上中葉間肋膜炎。

第11例 、20歳 、♀、看護婦。

2/π 初診 。1週前 ヨリ微熱ご右背部痛 ヲ訴フ(6ケ

月前進「ツ」反応陰性)。

初診時所見 髄温37・0度 、右後下胸部短ニシテ呼吸

音弱、試験穿刺陽性(t)バ ノシタ陽性)、赤沈値28.3粍r

「ツ」反慮強陽性。

一と線所見(2/の 両側周園浸潤型、右温性肋膜炎。

第12例 、22歳 、 含、既往症ナシ。

21/IX初 診1ケ 月前ヨリ微熱ヲ訴フ(5レ 月前迄
i

「ツJ反 噸陰性) 0

初診時所見 鰹温37.8度 、 呼吸音一般ユ弱ニシテ、

左胸部 二摩擦音ヲ聴取ス。赤沈値34.0粍 、rツ」反慮

強陽性、喀疾培養趨性、軽度 ノ白血球培多症及 ビ核左

:方偏位ヲ認 ム。 β

上:線所見(21/IX)左 周園浸潤型、左葉間肋膜炎。

第13例 、24歳 、早、既往症ナシ。

28バ肛 初診20日 前ヨリ微熱、倦怠感、右胸痛0

初診時所見 右後上胸部稽 く短:ニシテ、水泡性蝿音?

ヲ聴取ヌ。赤沈値28・3粍 、「ソ」反慮強陽性。

v線 所見(28/V① 右周園浸潤型r右 上中葉間肋膜炎。

第14例 ■■■ ■、16歳 、♀。既往症ナシ。

29/vm初 診 微熱、咳疲、咳漱、:右胸痛ヲ訴 フ。

初診時所見 膣温37・1度 、胸部異常所見ナ久 赤沈

値24.5粍 、 「ツ」反感陰性。

上線所見(29加1)右 周園浸潤型・右中下葉間肋膜葬・、

第15例 一 、22歳 、皐、既往症ナシ。

31/X初 診 健康診断希望O ,、

初診時所見 燧温37.6度 、左上胸部二乾性及ビ灘性

蝿音 ヲ聴取、赤沈値45.8粍 、 「ツ」反磨強陽性、喀疲

培養陽性1白 血球増多症誼ビニ中性嗜好白血球培多症

ヲ認 ムむ 辱

U線 所見(31/X)左 周園浸潤型、左葉間肋膜炎。

第16例 ぐ27歳 、 ♂、既往症ナシ。1

4/1V初 診3ケ 月前ヨリ微熱、右胸痛。

初診時所見 龍温36.4度 、右後下胸部短ニシテ摩擦

音 ヲ聴取ス.赤 沈値31.0粍 、 「ツ」反慮強陽性。

v線 所見(4!IV)右 周囲浸潤型、右縦蜜肋膜炎、右上

葉間筋膜脱脂3・た

〔4〕 第2類 ∫、括

以 上16例 二就 キ 主訴獲i現 ヨ リ胸部疾患確認i迄

ノ期 間、肺 門部病側 ト肋膜 炎患側 及 ビ1ツJ反 鷹

陽縛後 ノ期間等 二就 キ表示 スレバ、 第3表 ノ如

クs第1類 ノ例 ト全 ク同様 ノ關係 ニア リ。印 チ

全例 二於 テ其 ノ患側 一致 シt主 訴議現以来概 ネ

3ケ 月以 内 二於 テ肋膜炎 ラ認 メ、更 二fツ 」反鷹

陽轄 ノ時期判明 セル2例 二於 テ見 ル如 ク、「ツ」反

騰陽轄後6ケ 月以 内二 肋膜炎 ヲ認 ム(第1類 中

ニモ斯:カ ル1例 アリタリ)
。而 シテ16例 車13例

二葉間肋膜 炎 ヲ認 メ得 タリ。斯 クノ如 ク肋 膜炎

ヲ合 併 セル例 二於 テハ 「ヅ」反鷹 過敏歌態、赤沈

促進状態 ノ存 スル事又、 第1類 ノ場合 ト同様 ナ

リ。・

以上 ノ如 ク肺 門淋 巴腺結核 症 ノ極 メテ早期、即

チ結核 感染 ノ極 メテ早 期 二 肋膜攣化(葉 間肋膜

ヲモ含 ム)ヲ 招来 スル 事 多 キヲ 臨躰的上線墜的

二詮 ジ得 タリ ト信 ズ。

〔5〕 第3類 、 ・

此 ノ類 二 屍 スル例 八 極 メテ 多 ク、 腫瘍型 ニ チ

ハ、27例(57.4)1周 園 浸潤型 ニ チハ
、12例



第3號 】 村上ま成人肺門部淋巴腺結核』關スル研究 119

㍉

第3表
の ま

肺門淋巴腺結核症 ト肋膜炎 トヲ同時二認メタ場合

病 型 症例翻
…

圭訴ヨリ確認
迄 ノ 期 間

肺再部
病 側 肋膜炎側 備 考

、

ヨ

腫 瘍 型

}i

4

1ナ ジ(圭訴ナシ)1右 右}
28ケ 月1右

3司1ク 月i右

雨 墨

右

し 約2週1左
左

54ケ 月 ・ 右 雨 2ケ 月前肋膜炎ダ

亙
7亀

1ケ 月i看 右 5年 前肋膜炎

11日 ・ 右 右→左

8 i4ク 月 、 雨 左
9}1週 雨 左 「ツ」反慮陽縛後2ケ 月

〆

周 園 浸 潤 型

10 才シ(圭訴ナの1有 右
11 1週1雨 右 「ツ」反旛陽轄後5ケ 月

12
…

1ケ 月 左 左
133週 右 右
14不 明 右 右 ぐ.

E

15ナ シ(圭 訴 ナ シ) 左 左

、6{3明 右 右 題 贈

第4表

き

肺門淋巴腺結核症 ト葉問肋膜腓脂 トヲ同時二認 メタノレ例

㍉

考

〆

内

＼
備

1

1

耀1

9帽

9帽

99

"

"

"

以月

月

月

月

年ケケケケケ躍12391後轄陽慮""""反均イ㌧繹ぐ

4三

4よ

確⊥灘

内
"

"

以月

月

月一ケケケ45ハ0樽陽鷹反も"噺

・
⇒か駄間葉各

例

"

"2252

毒

間
間
間中下下上中上

{
'

例
"
"531間間間中下下上中上

{ 辮

'

籔例

25

ー…

…、」

ー、

右

0左

2

,

左
0…遵右

7

1

4

0

側脂腓膜肋間葉

右
響

左

左
奮

右

側病部門肺

右

翻讐⑫ ダ

「編(

)右綱(

)左捌(

型病

腫

瘍

型

周
園
浸
潤
型

(30,0%)二i達 ス。

從 ツテ各症 倒 二就 テ記述 セズ、第4表 ニー一括 シ

テ、肺門部病 側 ト葉間肋膜腓豚側 トノ關係、各 、

{葉間別・ 「ツ」反鷹 陽轄後 ヨ リ確認迄 ノ期間等 二

就 キ観察 ス。

第4表 二依 リ明カ ナル如 ク、肺門部病側 ト葉間

肋膜腓豚側 トハ殆 ド全例 二於 テー致 シ、僅 力1

例 ノミ反封側 二認 メ、左右別 二就 テ見 ル時ハ、

右側葉 間肋膜餅豚 ハ左側 ノ夫 ヨリ蓬 カニ、其 ノ

螢 見奉高 ク、且右肺 二於 テハ、上 申葉間、中下

〆
'

葉間、上下葉聞ノ順二獲見潭低下 ス。

「ツ」反鷹経過 ノ到明セル10例 ヨリ見ルニ、其 ノ

6例 ハ「ツ」反鷹陽韓後6ケ 月以内ニシテ、肺結

核症 ノ極メテ早期二葉間肋膜撫 ヲ臆 起 スル事 ヲ

確認 シ得 ル。帥チ肺門淋巴腺結核症(初 期攣化

群)ト葉間肋蝉 炎 トノ薗者聞二密接ナル關係 ノ

存 スル事 ヲy線 學的 ニ モ確認 シ得 ル。

更 メ㍉ 第1類 、第2類 二屡 スル例 二於 テ、葉間

肋膜 ノ璽化 ヲ認 メシ例 ヲ合 スル ト、第5表 及 ビ

第 合表 ノ如 シ。
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第5表 葉 間肋 膜=・Pt化 ヲ認 メ タ ルteノ ・総 藪

」㎎ー葬ヒ
ー37ー

⑩55

…

22

計総…

…

第
三

類ーーーーー第二類ー第一類

ー

ー̀

別類
＼ 、＼

%
ー
籔實…＼

型病

27
副ーー

…ー

3

12
ま64

型瘍糎

型潤浸園周

囎

1{

第5表 、第6表 ノ説明 ハ簡略 ヲ期 セル爲省略

ス。爾ホ、滲出性肋膜炎嚢症確認前二葉間肋膜

炎 ヲ認 メタル例ハ、腫瘍型 ヨリ2例(4例 中)、周

園浸潤型 ヨリ3例(4例 中)ナ リ(第1類 参照).

〔6〕第3類 小括

病理解剖墾上、葉間肋膜炎乃至腓脂 ノ嚢現奉

高キ事ハ、詮明 セラレ居 リシ庭 二拘 ラズ、之ガ

第6表 葉間肋膜愛化 ヲ認メタル第一、第二、第三類合計

、

気

臨林 的確認 ハ 比較的困難 ナ リ トセ ラレ居 リ シ

モ、葉間肋膜炎確認方法 トシテ、(2ex21x22x2£(27>横位

t撮 影
、(22慨 層 撮影 ノ有用 ナル事 ガ提唱 セラル ・

二至 リタ リ。余 モ母等上線検査法 ヲ併用 スル機

會 ヲ得 タルニ依 リ、此 ノ方面 ノ検索 ヲ行 ヒタル
亀

虜、第4表s第5表 及 ビ第6表 ノ如 ク、肺門淋

巴腺結核症(早期肺結核症〉二於テ既二、甚ダ高

李二葉間肋膜炎或ハ腓腿 ヲ認 メ得ル事 ヲ確認 セ

リ。

然 シテ、葉間肋膜炎 ノ上線豫二就テハ、今改メ

テ読明スル迄モ無キモ、葉間肋膜餅腿 ノ上線像

ヲ略記スルニ、原褒竈、蹄門部、穫隔膜陰影移

1行部等二於テ
、細長キ、輪廓判然 タル索欣陰影、

乃至ハ天幕状形陰影 トシテ、之 ヲ認 メ得 ル。殊

二㈹噺層窮眞弟テハ腫脹淋巴腺附近 二於テ、明

瞭ナル天馨状形陰影 トシテ認 メ得ル事 アリ.

斯 クノ如キ諸種陰影へ 「ツJ反鷹陰性確實 ナル

健康者20撒 名 ノ検査二於テハ1例 モ獲見 スル

能 ザル慮 ナリキ。

考

轟

'

備

■'
1

9帽

41

9幅

-内

"

"

"

99

以月

月

月

月

年ケケケケケー9齪6091＼後、轄陽慮""鱒"反物』Eし

1

緩

4三

』1

9佃

諮-内

"

"

"

以月

月

日μ

口〃クケクケ4三456後轄陽h磨"""亟り

)ーミか瓢間葉-各
=薮例ー働ー脂腓膜肋間葉

例
"
"2884問間間中下下上中上

{ 、

例
"
"1241間間間中下下上中上

{
躍

33

0

4

0

14

1左

7ひ渉ー～左

0ー右

右

左

左

右

右

…

側病部門肺

君

梱⑬ )
[
左
鋤( 】

.
、ノ右鋼α ～

{

ー洲左
瑚(

型病

腫

瘍

型

周
園
寝
潤
型

爾 ホ、余 ノ例 二於 キテハ、普通撮影 二依 リ、閃所

見 毛髪像 ノミヲ認 メタル例 ハ、藥 間肋 膜腓脂 ト

見傲 サ ・"リキ。

唯、此 ノ場合輩 ナル葉聞肋膜 肥厚、或 ハ癒著 ヲ
な

モ勝腿 トシタルカ ノ疑 ヒ存 スル モ、病理 墨剖學

的検索 二非 ル故 二、是等 ヲ正確 二匠 別 スル能ハ

ズ.徒 ツテ輩 二餅脇 シテー括 戦 。

次 二初感原 獲竈 ト葉間肋膜炎 トノ關係極 メテ重

要 ナルモ、病理解劇學的検査 ヲ鋏 ク故 二、 此 ノ

貼 ニハ鯛 レズ。

但 シ余 ノ例 二於 テモ・初感騒 竈 榔 メ ラノい

病竈 ヲ爽見 セルモ ノ、・可成 リ多藪 例 ア リタリ。

〔7〕 第4類 懸,

所 謂肺門炎(Hilitis)ノ 像 ヲ 呈 スルモ ノ ・中 ニ

へ 石 田助教授 ノ指摘 セラ レタル如 ク、血 管陰

影 ノ檜大、轡血肺門、肋膜炎 二依 ル塗 化、 非特

殊炎等 二依 ル場合含 マ レぐ診噺極 メテ困難 ニシ

テ且 ツ重要 ナ リ。

所謂肺 門炎 ノ像 二呈 スル38例 中、本類 二属 ス
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ル モ ノ18例 帥 チ47。3%ノ 多 藪 ヲ見 劣リ。

第1例 、20歳 、2ケ 月、前左肋膜炎経過。

2511X初 診 主訴、心悸先進。

初夢時所見 燈温37・4嵐 左胸部短ニシテ呼吸音聴

取 セ ズ。 赤 沈値39。0粍 、 「ツ」反 磨 強 陽性 。

第 β例 、21歳 、 舎、5年 前 右 濃 性 肋 膜 炎
ド

ヲ経 過 ス 。

29!IX初 診 主 訴 、 喀 疲 、咳 漱 、 微 熱 、 肩 凝.

初 診 時 所 見 髄温37.3度 、胸 部 異 常 所 見 ナ ク、 赤 沈

値6.9粍0

1ケ 月後 ヨ リ勢働 可能 トナ ル。

第3例1、22歳 、 早 、3年 前喀 血 ア リタル

事 ア リ ト。

121VI初 診 主 訴、 喀 疾 、 咳漱c

初 診 時 所 見 龍温37.3度 、 左 前上 胸 部 二乾 性4.'.:音ヲ

聴 取 ス 。 赤沈 値18.0粍 、 ヂツ」反 鷹 陽性 、 喀:疾:培養2

何 、 共 二陰性 。

5許 月後 ヨ リ自他 學 的 二全 ク異 常 ナ £/・

第4例 一 、31歳 、 舎r3年 前 肺 門 淋 巴腺 結

核 ト診 断 サ レタ事 ア リ。 、

26/X吻 診1ケ 月前 ヨ リ咳 歎 噸 夷、 盗 汗 ヲ訴 フ.

で

初診時所見 登熟ナク、右胸部呼吸音弱、:左後下胸部

噺績性畷 嵐 赤沈値45.0粧 「ッ仮 慮陽性、喀疾

培類陰性。

第5例 一 、40歳 、 舎、20年 前肋膜炎ヲ経過

ス0

20/1V初 診 主訴、'喀疾:、盗汗.

初診時所見 髄温36.7度 、呼吸音一般二弱ク、赤沈

値30.5粍 、 「ツJ反 磨強陽性1喀 疲培養陰性。

6ケ 月後ヨリ全琴ク異常ナ〃、勢務可能。 。

第6例 ■■■鳳17歳 、 ♂、饒往症ナシ。

19/V皿 初 診 主訴、倦怠、左胸痛。

初診時所見 盤温36・7度 、胸部異常所見ナク、t「ツ」

反応中等度陽性。喀疾:、培養陰性.

赤沈値促進セル儘綾〃.

第7例 一 ・25歳 既往症ナ.f

15/XH初 診 主訴、咳漱、倦怠φ、

初診時所見 登熟 ナ〃、胸部異常所見 ナ〃、赤沈値

27.0粍 。.

第8例 一 ・19歳 ・ ♂i2ケ 月前右灘性肋膜

炎経過中ヨリ観察、肋膜炎當時喀疾培養陽性。4/V∬登

熟 ナク、右後下胸部呼吸音弱、赤沈値21.5粍 。

第9例 、18歳 、♀、8年 前肋膜炎ヲ経過

,スc

81V初 診 主訴、盗汗、咳漱、喀疲、左胸痛』
ぐ

初診時所見 留置37・2度 、左肩脾間呼吸音粗、赤沈

X7.5粍 、 「ツ』反応陰性、吉田氏反応陰性、喀疾培

養陰性.`㍉

第10例 、46歳 、舎、20年 前両側肋膜炎ヲ経

過ヌ。

6/IV初 診 主訴、咳漱、盗汗。

初診時所見 豪勢ナシ、右前上胸部呼吸音粗、赤沈値

s.s,「 ツ亟 離 脱

第11例 、18歳 、 舎、3年 前右瀦性肋膜炎

ヲ経過ス。

3/X初 診 主訴、眩量。

初診時所見 饅温36。8度 、胸部異常所見ナグ、赤沈

値4.0粍 。

第12例'、25歳 、 ♂、痔擁 アリ。

22/1初 診 主訴、微熱、藏痩t肩 凝。

初診時所見 饅温372度 、 右肩騨間部稚 く短、赤沈

値3.5粍 、喀疾培養陰性c+

第13例 一 、28歳 、舎、16年 前右温性肋膜炎ヲ

経過ス。

111X皿 初診 主訴、盗汗、喀疲:、肩凝、背部痛。

初診時所見 膣温37。4度 、胸部異常所見ナ〃、喀疲

培養陰性。

第14例 一i28歳 、舎、10年 前肋膜炎ヲ経過

メo
.

151VI初 診 主訴、血f。

初診時所見 燈温36.9度 、左肩脾間部呼吸音粗、「ツ」

反磨強陽性、赤沈値7.5粍 、喀疲培養陰性。

第15例 、19歳 、 ♂、2年 前肺浸潤 ヲ経過

.スト。

21/1初 診 主訴、熱感、咳漱、右肩凝、左胸痛。

初診時所見 登熟ナ〃、右肺尖部呼吸音粗、赤沈値、

2.3粍 、 「ッ」厚磨強陽性、喀疾培養陰性。

第16例 、激 歳、舎i2年 前方乾性肋膜炎

ヲ縄過ス。 ゼ

1511初 診 主読ナシ。

初診時所見 饗熱ナ久 呼吸音一般二弱、rツ」蝉 騒

陽性、赤沈値2.0粍 。 、
を

第1廟 ■ ■ 駄 娼 歳 舎、痔痩アリ。

1加 初診 主訴、喀疾.
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初診時所見 登熟ナク、 右下側胸部稚 し短、 赤沈値

29・5粍 、喀疾培養陰性C

第18例 、27歳 、♂、8年 前肋膜炎ヲ経過

ス0

13但 初診 主訴ナ.y。

初診時所見 登熟ナク〈 胸部異常所見ナ〃、 赤沈値

12・3粍、喀疲培養陰性。 、

〔8〕 第4類 小括

所謂肺 門炎(Hilitis)ノ 診 断 八極 メテ慎重 ナル可

キ喜べ 既 設諸寡 ノ屡 気唱 ヘ ラレタル所 ニ シテ、

余 ハ、肺 門淋 巴腺 肺核 症 ノ研究 中、エ線 學的臨

躰:的 二 所謂肺門炎 ノ像(肺 門陰影増強 壇幅乃 至

錯雑〉ヲ呈 セル38例 ヲ具 サニ、長期 二五 リ、観

察 スル機 會 ヲ得 タルi、 其 ノ申、18例(47.3%)

ハ其 ノ主因 ヲ肋膜 炎 二依ル愛化 二依 ル ヲ認 メタ

リ。'・ 一

是等18例 ノ性別、 年齢、 既往症、主訴、赤沈

値t喀 疾培養成績等 ヲ一括 スvバ 、第7表 ノ如

シo～

所謂、肺門炎 ナル症例ハ、結核性胸部疾患共通

ナル訴ヘアル事、一定特有ナル他冤的症候ヲ呈

セザル事∴ ヒ線學的診断根擦 ノー定セザノ疇 咳

ビ長期二亙 リ、経過監視 ノ要 アル事等二依 リ、
キ

現今、 其 ノ臨躰:的意義極 メテ重 大 ナ リ。併 シ、

t2)Engelガ 既 二 唱 ヘ タ ル 如 ク
、所 謂肺 門炎

(Hilit{s)、ナ ル語:ハ唯、 便利 ノ爲 二使用 スル ノミ

1.性

2.年

・第

別

齢

3.既 往 症

4.主 訴

5.赤 沈 値

9
「

F

ノモ

.

.

タ

表
難

翻
麟
痩
麗

.
蘇

痛
聖

明

7

・♂

30

20

20

肋

痔

肺

肺

・
ソ

ナ

ナ

胸

背

50

30

10

不

,l
i

r

l

薯

」
し

{

1
し

♀・2例

5例

?例

6例

11例

2例

1例

1例

1例

2例

3例

3例

1例

4例

6例

7例 ・

1例

6。 喀疾内結核菌培養、12例 中11例 陰性 寺

ニシテ、種々ナル病愛 ヲ包含 スル故、特殊性炎

モ非特殊性炎モ包含 セラル。闘石田助教授 ノ研

究二依vバ 、所謂肺門炎38例 中、眞二肺門炎 ト
ゆ ヘ

シテ取扱 ハル可 キ症例 ハ僅 カニ、3例 ノミ.ニ..シ

テ、電鉄 ハ肺門血管陰影 ノ壇弧 毯血肺門、肋

膜炎後 ノ攣化、非特殊性炎 二依 ル ト。

助 手、肺 門炎近似 ノ病状 ハ、余 ノ例 二於 テ見 ル

如 久 其 ノ大孚ハ、肋 膜炎後 ノ墜死 二依 ル事 ヲ

知 ル。 多 ・ll

第四章 総括蝕ビニ考案

1926年(18)Enge1ハ 肺 門部淋 巴腺 ト肋膜炎、殊
1
二葉 間肋膜炎 トノ關係 二就 キ、解剖學的説明 ヲ

與 へ、1927年 脚Arboreliusu.Akerr6nノ 、急

性滲 出性肋膜炎 ノ起源 トシテ、活動性 肺門淋巴㌧

腺結核症 ノ重要 ナル事 ヲ、臨林的上線 學的及 ピ

病理解剖學的研究 ノ結果盛衰 シt之 ト殆 ド同時

二本邦 二於 テモ、(3)上 田 氏ハ昭和3年 二、 肋膜

炎 ノ詳細 ナル研究 二於 テ、胸 膜炎準備状態 トシ

テ、淋 巴腺腫大(肺 門腺1頸 腺)及 ビ「ツベル ク

リ ン」過 敏 ノ二者 ヲ暴 グ、既 二肋膜炎 ト肺門淋 巴

腺結 核症 トノ重大關聯 ノアル事 ヲ、嚢表 セ ラレ

タ リ。 ・'

他 方1930年{2)Enge1ノ 肺 門淋 巴腺結核症 ノ研

究 二依 り、肺門淋 巴腺結核症 自禮注 目セラル ・

二至 リ、以来{41Gse11 ,(5)小 林、{6Mumme,{7}宮

本 、{8,Sylla,{g}熊 谷 、(覇川西、α1)岡r⑱ 貝 由他

___.氏・ ㈲金井、㈹清野氏寺 二依 リ1肺 門淋巴腺

結核症 ト肋膜 炎 トノ間 二、 密接 ナル關係 ノ存 ス

ル事1ヲ確認 セ ラシタ リ。

殊 へ(14)沓 掛 教授 ハ、純 梓 ナル胸膜炎屍7例 ノ

剖 見所見 ヨ リ、氣管枝淋 巴腺結 核 パ胸膜炎養生w

二野 シr重 要 ナル要素 タル事 ヲ詮明 セ ラレタ リ
、
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岡氏ハ初期簗化群 ノ病理解剖學的研究二依 リ、

初期鍵化群 ト肋膜炎(肋膜癒著)ト ノ爾者間二關

係 ノ深 キ事 ヲ指摘 セラレタリ。
く

然ルニ、從來、肺門淋巴腺結核症 ノ確實ナル診

断ハ、極メテ困難ニシテ、肺門周園浸潤型ハ勿

論、腫瘍型 二於 テモ同様 ノ歌態二在 リタリ。
(XEnge1ハ 次 ノ如 クi述ベタリ

。

即 チ、腫瘍型100例 ノ上線學的拉 ピニ病理解剖

學的研究二於テ、 ソノ上線像ハ病理解剖學的所

見 ヨリ期待 シ得ル如 ク腫瘍 二類似セズ 奴 斯 ク

ノ如 ク、肺門淋巴腺結核症 ノ上線像ノ、歴然 タル

モノニ非ズ。爲 ニソノ診断 二當 リテハ、主観的

要素 ノ介入ヲ冤 レザ リシ庭 ナリキ。

然ルニ、上線學的検索 ノ進歩二伴 ヒ、側方撮私

1断層撮影等 ノ併用検査二依 リ、肺門部病攣分析

ハ盆 ζ正確 トナルニ至 レリ。

余ハ 前述 ノ検査方法二依 リ、腫瘍型47例 、肺

門周園浸潤型40例 ノ肺門淋巴腺結核症及 ビ38

例 ノ所謂肺門炎患者 二就キ、肺門部病攣 ト肋膜

攣化 トノ關係 二就キ検索 セリ。

即チ、肺門淋巴腺結核症 ト急性滲出性肋膜炎 ト
さ

ノ關係 ハ第1表 、第2表 、第 β表 ノ如 ク、腫瘍

型 鯛 浸潤凱 其ノ喉 穆 助踊 膜炎ヲ

惹起 シ、而 モ、肋膜炎嚢症ハ、肺門淋巴腺結核

症獲症鋒極メテ短時日ニシテ、大多敏ハ4ケ 月

以内ニシテ、早 キハ5日 ノ例 アリ。a2}貝田氏ハs

初感染浸潤 ト認 メラル ・9例 及ビ肺門陰影 ノ増

大、若 ジクノ、漏濁 ノミヲ認メラレタル8例 ノ合

計17例 ノ初感染者中ヨリ5例 ノ滲出性肋膜炎

登症ヲ認 メタリ。

肺門淋巴腺結核病側 ト肋膜患側 トノ關係 ヲ見ル

ニ、24例}中1例 ヲ除キテ、 他 ノ・23例ハ其 ノ患

働一致 シ、沓掛教授 ノ病理解剖學的研究二極 メ

テ良 クー致 ス。帥チ、氏ハ胸膜 ノ罹患側 ト初期

璽化群 ノ存 スル肺側 トハ常ニー致 シ、反封側 ノ

胸膜 ヲモ侵ス時ハ、該側 ノ氣管枝淋巴腺以下 ノ

淋巴腺ニモ結核性攣化 ヲ認ム ト述ベ ラレタリ。

以上24例 申、 「ツ」反鷹経過 ノ確實 ナル3例 ア

リ、何 レモ 「ツ」反磨陽韓後6ケ 月以内(早 キハ

25日)二 肋膜 炎獲症 ヲ認 ム。
キ

所謂上線學的動 的診漸 二依 リ、第1類 ニー括 セ

ル8例 二就 キ見 ル ニ、其 ノ赤沈値ハ何 レモ甚 ダ

シク速進 セル者 多 久 既 二(9)熊谷 、(12慣 田他2

氏 其 ノ他諸家 二依 リ唱 ヘ ラレタル塵 ニ シテ、極

メテ重要 ナル所見 ノー ナ リ。

更 二 第2類 ニ ー-tsセ ル16例 ヲ モ合 シ、肋膜墜

化 ノ合併 スル 者 ノ赤沈値高 キ 事 モ結論 シ得 ラ

ルo

葉 間肋膜炎 ト肺門淋巴」腺トノ關係ハ、{18)Engel

二依 リ始 メテ注意 セヲレタル塵 ナル モ、⑳三友

氏ハ臨林例 ヲ暴 グテ、葉間肋 膜炎 ノ稀 ナ ラザル

事 ヲ注意 シ、〈ss)岡、 ⑬永 松、!in倉島、輻 田氏等 ハ

病理解剖學的研究 二依 リ、 葉間肋膜炎頻度 ノ高

キ事 ヲ登表 ジ、各 々臨躰家 ノ注 意 ヲ喚起 セラ レ

タ リ。

殊 二、永松氏 二依 レバ、右肺 上中葉 間=最モ多 ク

〈67%)、 申 下葉聞(57、6%)、 上 下葉間(54.4%)、

左肺 葉聞(54。4%〉 ノ順 ナ リ。更 二征7槍島、幅 田

爾氏属依 レバ、葉 間肋 膜炎 ハ、一般 ニソノ攣化

輕度 ナノリモ、其 ノ頻度 ハ決 シテ、紗 キモ ノニ非

ズ。帥 チ片側 ノミニ認 メタル場合 ノ左右上葉 二

於 ケル肋膜炎 ヨリ母 多 ク、之臨林上大 イニ注意

ヲ要 ス ト。更 二氏ハ、肺門部淋 巴腺 ニ ノミ結核

性初期原獲竈 ヲ有 セル モ ノ ト肋膜炎 下 ノ關係 二

就 キ硫究 セラv、54例 中36例 二肋膜 ノ繊維性

炎性 ヲ窺 ヘタ リ(66.6》。 之 二依 リ肋膜炎 ハ、原

蟄 性淋 巴腺結核 ノ存在 スル場合 ニハ、比較的多

ク伸 ヒ居 ル事明 ラカニ シテ.肺 原登竈 ト肋膜炎

トノ關係 ニー致 シタル モノアル ヲ思 ハ シム。 ト

述 べ ヲレタ リ。

余 ノ例 二於 テハ、第3類 小括 二述 ベ タル如 キ分
く

類 二依 リ、葉 間肋膜勝腿 ト認 メタル モ ノ、腫瘍

型47例 中37例(78。7%)、 周 園浸潤型40例 中

22例(55.0%)ノ 多 キニ達 シ、而 モ其 ノ患側ハ1

例 ヲ除 キタル残 リ全例 二於 テ肺門部病側 ト肋膜

餅豚側バー致 シ、且、擢患淋 巴腺 ノ近接領域葉

間部 二著 明 ナル璽化 ヲ見 ル事多 シ。'

「ツ」反鷹経過 ノ明 ラカナル12例
、第1類 及 ビ第
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2類 ノ諸例 ヨリ考 フルニ、初期結核 ノ早期 二既

二、上記諸家 ノ病理解剖學的研究ニー致 スル ト

考ヘラル ・葉間肋膜憂化 ヲ認 メ得ル事 トナル。
ま や

而 シテ葉間部別二分類 スレバ、右上中葉間、右中

下葉間、左葉聞、右上下葉間 ノ順二獲見率小 トナ

リ、大艦永松氏 ノ成績ニー致ス。但 シ、上線學

的検索 二於 テハ、既二、Enge1/読 ケル如 久

左側肺門淋巴腺結核症其自磯爽見困難iナル事、

断層窟眞撮影上 ノ條件 二依 リ、左肺ハ右肺二比

シ、葉間肋膜 ノ璽化モ又確認困難 ニシテ、'右肺

上下葉聞部、申下葉間部ハ筋肉骨及 ビ縦隔寳等

二於 テモ、 ノ陰影 二依 リ、上中葉間部二比 シ確

認困難 ナル鐵 アリテ、病理解剖學的検索 ト全 ク'

同一一ナル結果 ヲ得ザル事ハ當然 ナリ。

爾 ホ滲出性肋膜炎確認以前 二葉間肋膜炎 ヲ認 メ

タルモノ4例 アリ(第1類 ノ牛敷二及フり。第1

類 ノ他 ノ例二於 テモ、肋膜炎獲生前 二葉間肋膜

餅腿 ヲ認メル事多キハ、第3章 二於テ述ベタ

リ。

逆 二、肋膜炎後 ノ攣化 二依 リ肺門部二異常所見,

な

ヲ得ルニ至 リタル例 ヲ見ルニ、之ハ第4類 ニー一

括 セルモノニシテ、是等 ノ所見ハ、所謂肺門炎

ノ像 ヲ呈 シ、 自他魔症状共、胸部活動性結核症

三類似 スル ノミナラズ、 ソノ診断又極 メテ困難i

ニシテ、勿論結核姓疾患 タル事 ヲ否定スベキ根

擦 ヲ捕へ得 ズ。

第4類 ニー括セル18例 ハ、 既往症、赤沈値、

経過(時 二所謂上線動的診断〉、喀疾培養成績等

ヨリ、賑 曽肺門炎 艦 肺 ラレタルモノニシテ・

其 ノ診断根擦ハ、喀疾内結核繭陰性ナル事・赤

沈値多ハ著明ナル促進 ヲ鋏 ク事・上線所ろ ヒ肺

門部縦隔賓或 ハ横隔膜陰影部 二肋膜餅豚 ヲ多少

共認 メ、且肺野 二浸潤竈 ヲ認 メズ。縄過短カク、

之線動的診噺 二依ルモ所見 え攣化 ヲ來 サ ぐル事

等 ナリ.

所謂肺門炎 ノ臨躰的取扱 ヒニ關 シテハ、從來諸

家 二依 リ種々研究 セラレタル所 ナルモ、余ノ・虻

塵 二び所謂肺門炎 ノ中ニハ、肋膜炎後 ノ攣化 ト

解 スベキモノ多々アル1貼ヲ強調 スル次第デ ァ

ノレo

第五章 結 論

(1)肺 門淋巴腺結核症 ト肋膜炎 トノ間ニハ密

接 ナル關係 ノ存 スル事ハ、臨躰的上線學的ヒモ

認 メラル。

(2)肺 門淋巴腺結核症 ノ多数例r於 テ、而カモ

肺門淋巴腺結核症 ノ早期二滲出性肋膜炎 ヲ惹起

うル。斯ル例 ノ赤沈値バー般二極 メテ速進 セル
モノ多 シ。 ぐ

(3)胸 内結核早期二葉間肋膜炎 ヲ惹起 スル事

極 メテ多キ事 モ又、臨躰的上線學的二確認 シ得

ノレo

(4)胸 内結核…症早期二出現スル諸肋膜炎ハ淋

巴行性 二惹起 セラノゾ・事多 シト思惟 ス。

(5)所 謂肺門炎ニハ種々ナル病型含マレ居ル

モ、結核性 ト構ヘラル ・モノ・約牟藪ハ肋膜炎

後 ノ残遺病像 二依ル ト考ヘラレ、活動性 ノモノ

ニ非ズ。

欄筆スルニ臨 ミ、御校閲ヲ添 ナクシタル西野教

授、不噺 ノ御指導 ヲ賜ハ リタル石田助教授 二深

謝 ス。叉繕エズ御協力下 サレシ教室諸氏、特二

終始御鞭捷下サレシ五味、笹本爾先輩二謝意 ヲ

表 ス。

爾ホ、上線窟眞像 ノ圭ナル物 ハ、第21回 結核病

學會席上二於 テ、同寛 二供 シタル庭 ナルモ、物

資節約上、本論文附圖 トシテハ能 フル限 り省略

セリ。
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